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ドゥ・レ・ギーさんと私
　貧乏学生であった私は親切
なアメリカ人のおかげでアメ
リカの大学で勉強する機会に
恵まれ、帰国後はNHKの国際
局で英語ニュ－ス解説者とし
て10年近く働き、その後は東
京理科大学で定年まで時事英
語を教えたり、論文指導を行
ってきました。

　このように恵まれた環境の
下で勉強できたり働けたのは
一にも二にもたまたま文通し
ていたアメリカ人のお医者さ
んの援助があったからであ
り、私はそのお返しとして、
社会人になってからは常に貧
しい学生に何らかの形で手を
差し伸べることができないか
を考えてきました。そして最
初に行ったのがフォスタ－ペ
アレント協会を通じての活動
でした。

　しかしこの活動は協会の方
針で援助する学生との個人的
な関係を結ぶことはできず、
何か物足りなさを感じていま
した。そんなとき、ある日新
聞で「ベトナム子ども基金」
のことを知り、早速事務局に
電話をして、もし個人的に英
語で文通できるのであればぜ
ひその活動に協力させてほし
いと申し出ました。数週後、
事務局から、経済的に許され
るなら大学へ進学したいとい
う英語のできるベトナムの学
生のプロフィルが送られてき
ました。それが女子高生のド
ゥ・レ・ギーさんでした。私

は喜んで彼女に手紙を送った
ところ早速英語で返事が来ま
した。驚いたことに彼女の英
語は日本の大学生でも書けな
いような素晴らしいものでし
た。何カ月か文通するうちに
私は居ても立ってもいられ
ず、ベトナムへ行き直接彼女
や彼女の家族の皆さんに会う
決心をしました。

　初めてベトナムを訪れたの
は1997年の夏で、空港でギー
さんとお父さんが私を迎えて
くれました。それから数日間
ギーさんはホーチミン市のあ
ちこちを案内してくれ、家族
と一緒に食事をする機会を作
ってくれました。ホーチミン
市にあるドンズー日本語学校
にも連れていってもらいまし
た。そのとき校長先生に、
「ギーさんが日本語を勉強し
たがっています」と伝えたと
ころ、先生は「私の学校へい
らっしゃい」と彼女を受け入
れてくれました。

　ギーさんは頭がよいばかり
か「趣味は勉強」というくら
い熱心な学生だったのでほん
の数カ月で何とか日本語で自
分の意思を相手に伝えること
ができるようになり、その後
の手紙は日本語で書いてきま
した。初めて会ったときは会
話は全て英語だったのです
が、1年後にベトナムへ行っ
たときはもう日本語で話がで
きました。数年後に家内や友
達を連れて行ったときは何の

不自由もなく日本語で会話を
楽しんでいました。

　彼女が大学生になってから
も私はほとんど毎年のように
ベトナムを訪れ彼女を激励し
てきました。彼女は私の期待
に応え大学を優等で卒業し、
今ではauditor（会計検査
官）とし国際舞台で活躍して
います（そのためか残念なが
らこのごろのメ－ルはまた英
語になってしまいましたが
…）。

　「小さな親切運動」という
のが一時話題となりました
が、ちょっとした行為で社会
をよりよいものにすることが
できるのです。「ベトナム子
ども基金」の仕事は地道なも
のですが、社会に大きく貢献
できる活動であり、これから
はギーさんと一緒に始める黄
梅基金を通じて、「ベトナム
子ども基金」のさらなる発展
に協力させていきだきたいと
思っています。

　　　　　　　　　　　　　　   きづか はるお

　　　　　　  （木塚 晴夫）

             ⾥親会員

　　右から筆者、ギーさん、ギーさんご両親　　

在米バイオリニスト 、
マレー (金子 )飛鳥さんからのメール

以下、許可を得て転載しま
す。

2012年8月20日

ベトナム子ども基金の皆さま

　その後いかがお過ごしでし
ょうか？　去年以降日本が大
変なことになり、何人かの里
親ももしかしたら震災被害に
遭っているのでは？と心配し
ています。

　私は相変わらずアメリカと
ヨーロッパ、そして日本を行
ったり来たりの生活ですが、
東京で東北支援のプロジェク
トを立ち上げ、小さな力です
が淡々と続けています。
























